
opusdei.org

キリスト教一致祈祷
週間：エキュメニズ
ム

すべてのキリスト者に共通し
ている点はとても多いので
す。しかし、いまだに残って
いる分裂は、キリストの体で
ある教会の傷です。キリスト
教一致祈祷週間にあたり、エ
キュメニズムに関する記事を
再掲します。

2025/01/18



ヨハネ・パウロ二世は、回勅「キリ
スト者の一致」で教会一致運動の中
心点をこう指摘しておられます。
「キリスト教一致のための運動は、
『附録』のようなものではありませ
ん。教会の伝統的な活動に何かを付
け足すといったものではないので
す。それどころか、エキュメニズム
はもともと教会の生活と活動の一部
であり、その全てに浸透していなけ
ればなりません。」[1]ベネディクト
十六世も、同じように、主の弟子た
ちの一致を再建することを熱望して
おられました。「そこで私は、登位
の初めに表明した固い望みを（…）
新たにします。キリストに従う全て
の人々の一致を、完全に見える形で
再建することを最優先課題にするこ
とです。」[2]一致のためのこの心遣
いは、全てのカトリック信者に関わ
りがあることです。キリスト者の根
本的な望みは，全ての人がキリスト
によって建てられた唯一の教会の成
員として神と交わることです。主が



「すべての人を一つにしてくださ
い」[3]と祈られたのですから。そし
て、キリストの唯一の教会は、『教
会憲章』が教えるように[4]、カト
リック教会のうちに存在する
(subsistit in)のです。

キリスト者間の一致を達成するに
は、まずキリストの祈りに一致して
祈ることです。主は「彼らのためだ
けではなく、彼らの言葉によって私
を信じる人々のためにもお願いしま
す」[5]、また「私たちが一つである
ように、彼らも一つになるためで
す。私が彼らの内におり、あなたが
私の内におられるのは、彼らが完全
に一つになるためです」[6]と祈られ
ました。ベネディクト十六世は言わ
れます。「私たちの力だけで一致を
『もたらす』ことはできません。そ
れはただ聖霊の賜として頂くことが
できるのです。それゆえ、霊的エ
キュメニズム、つまり祈り、回心、
そして生活の聖化こそが、エキュメ



ニカルな出会いと運動の中心なので
す。」[7]オプス・デイの全ての信者
は毎日プレチェスの中で、主と同じ
言葉で願います。「父よ、あなたが
私の内におられ、私があなたの内に
いるようにすべての人を一つにして
ください。彼らも私たちの内にいる
ようにしてください」。一致を推進
する望みに促されて、創立者は一人
ひとりのキリスト信者を次のように
励ましています。「祈りと償いと行
いを『皆が一つとなるように』とい
う目的のために捧げなさい。全ての
キリスト者が一つの意志、一つの
心、一つの精神を持つため、また、
皆がペトロと共にマリアを通ってイ
エスヘ、すなわち私たち皆が教皇と
一致して、マリアを通ってイエスの
もとへ行くためである。」

分裂のドラマ

今の時一《教会の時》と相応しく呼
ばれているこの時一におけるイエ



ス・キリストの現存である教会の使
命は、信仰を守り人間の共同体間に
一致を築き上げることです。ヨハ
ネ・パウロ二世はこう忠告されまし
た。「忘れてはならないのは、主が
御父に祈ったこと、ご自分の弟子た
ちがひとつとなり、その一致がご自
分の宣教のあかしとなるように、
祈ったことです。」[9]事実、イエス
はこの緊密な一致の目的を、「あな
たが私をお遣わしになったことを、
世が信じるためです」[10]と明示さ
れました。分裂はキリストの御旨に
反することであり、福音宣教の確か
な障害になっています。事実「キリ
スト教徒の間に一致が欠けているこ
とは、教会にとっては確かに痛手で
す。しかしそれは、教会が一致を
失ったという意味ではなく、その分
裂が歴史における教会の普遍性の完
全な成就にとって障害となっている
という意味なのです。」[11]



しかし、歴史の変遷の中で、キリス
ト者の間で、時には双方の人々に過
失がなかったわけではない不一致や
分離が起こりました[12]。それゆ
え、ヨハネ・パウロ二世は全信者に
次のように呼びかけられたのです。
「過去の記憶を洗い清め、自分たち
の痛ましい過去を共に再検討するこ
とが必要です。それは、あの嘆かわ
しい分裂の初めには犯した間違いが
あり、偶然の要因が働いたことを、
誠実に、あくまでも客観的に共に認
めるためです。」[13]しかし、現在
そのような諸教会や諸共同体に所属
している人に、『エキュメニズムに
関する教令』が強調するように
[14]、過去の分離の責任を負わせる
ことはできません。彼らは教会に愛
されたものであり、兄弟として認め
られているのです。

共通の遺産



全てのキリスト者は多くのことを共
有しています。聖書、恩寵の生活と
諸徳、共通の祈りと他の霊的な恵み
[15]、さらには「聖霊が支えるある
種の真のきずなさえもある。すなわ
ち聖霊は、彼らのうちにもたまもの
と恵みによって聖とする力を働か
せ、またある人々を自分の血を流す
ところまで強めたのであった。」
[16]何よりも、共通の遺産である洗
礼によってキリストに接ぎ木されて
いる、カトリックと他のキリスト者
の間には特別なつながりがありま
す。全てのキリスト者は洗礼の水に
よって生まれるのです。第二バチカ
ン公会議が『エキュメニズムに関す
る教令』で教えているように「事
実、キリストを信仰し、洗礼を正し
く受けた人々は、たとえ完全ではな
くても、カトリック教会とのある交
わりの中にいる」[17]のです。ベネ
ディクト十六世は言っておられま
す。「キリスト者間の兄弟愛は、単
に感情的で空しいものでも、また真



理を度外視したものでもありませ
ん。（…）唯一の洗礼という超自然
的な事実に基づいたものです。この
洗礼を受けた人は皆キリストの唯一
の体に接ぎ木されています（1コリ
ント12,13；ガラテヤ3,28；コロサイ
2,12参照)。共にイエス・キリストは
神であり主であると告白し、神と人
間の間の唯一の仲介者であると認め
（1テモテ2,5参照）、主に属してい
るという共通項を強調しています
（『エキュメニズムに関する教令』
22；『キリスト者の一致』42参
照）。キリストに由来する洗礼とい
う本質的なベースから出発して、存
在において、また告白において、そ
して信じ行動することにおいて、対
話が実を結びましたし、これからも
それが続くことでしよう。

この共通の宝を共有しているという
自覚が、エキュメニズムの基盤とな
ります。なぜなら、カトリック以外
のキリスト教諸宗派を特に肯定的に



考えることを助け、皆が《キリスト
者である》という喜びのうちに交わ
るようにさせるからです。それゆ
え、「カトリック信者は、共通の遺
産から生じた真にキリスト教的な富
であって、我々から別れた兄弟のも
とに見出されるものを喜んで認め尊
重しなければならない」[19]ので
す。この価値を認めることは非常に
大切です。それは、カトリック以外
のこの兄弟たちを尊敬し、特別な愛
徳を実行することになります。この
イエス・キリストへの共通の信仰に
基づくことによって、彼らへの愛情
が特別なものになります。

信者でもなくキリスト教徒でもない
人々の場合は別です。キリスト教徒
でない人々とは、エキュメニズムと
は異なる《諸宗教間》の対話が始ま
るはずです。出発点が根本的に違う
からです。この範疇の中で独自の場
を占めるのが、キリスト者とへプラ
イ人の関係です。ヨハネ・パウロ二



世が私たちの「年長の兄弟たち」
[20]と言われへブライ人は、新約の
神の民である私たちと霊的に一致し
ています。「ヘプライ人を深く愛し
ています」[21]と叫んだ聖ホセマリ
アの思いを共有する理由がたくさん
あります。

エキユメニズムと改宗:つながりと多
様性

第二バチカン公会議が教えるように
「エキュメニカル運動とは、教会の
種々の必要と時宜に応じて、キリス
ト者の一致を促進するために奨励さ
れ組織される活動と企て」[22]で
す。エキュメニカル運動は、個人よ
りも共同体を対象にし、団体的なも
のであることを特徴とします。種々
の教会とキリスト教共同体ができる
だけ早く外面的にも一致して、全面
的な交わりに至るように働きかけま
す。キリスト者であるという一致点
から出発します。同時にそれぞれは



自己の固有の特徴を自覚する必要が
あります。自己のアイデンティティ
をしっかり把握することで初めて対
話が可能になるからです。

エキュメニカルな熱意がキリスト教
諸宗派との間で行われる活動で表さ
れるとしても、それだけに留まるも
のではありません。というのも、全
キリスト者の個人的な責任でもある
からです。単に専門家の仕事ではな
いし、普段の生活からかけ離れたこ
とでもありません。それは「信仰が
照らし、愛が導くキリスト教の良心
に従い、その命令として」[23]ある
ものです。エキュメニズムとは、端
的に言って、キリスト者としての生
活の一側面なのです。例えば、「分
かたれた兄弟の状態に公正と審理に
基づいて対応していないため、彼ら
との相互関係を困難にしている言
葉、判断、行動を根絶する」[24]た
め、私たち皆が努力すべきです。



しかし、何よりも、洗礼を受けた
人々の間の対話は、この再生の秘跡
が皆に望み、最終的にそうなること
を目指している《善いキリスト者に
なる》という意識を高めることから
始めることです。別の言い方をすれ
ば、正教徒、英国国教会、またはプ
ロテスタントの人との出会いは、先
ず各人がより徹底したキリスト者の
生活をしよう、あるいは信仰生活を
実行していないなら、先ずそれを再
開しようという思いを起こさせるは
ずです。何よりもまず、キリストに
おける《新たな命》を生きるように
と招かれた洗礼の宝を共有している
ことを考える必要があります。全て
のキリスト信者は聖性に招かれてい
ます[25]。「全てのキリスト者は、
福音に従ってより清い生活を送るよ
うに努カすれば、よりよくキリスト
者の一致を促進し、実現することを
忘れてはならない。事実、彼らが父
とみことばと聖霊との交わりに、よ
り密接に結ばれれば、より容易に相



互の兄弟愛を深めることができ
る。」[26]

この考察に基づくと、神が聖ホセマ
リアに託されたメッセージとそれを
広める魅力がはっきり分かります。
その子供である私たちには、エキュ
メニカルな働きをする可能性がたく
さんあるのです。それと同時に「他
のキリスト者たちのもとにある宝
が、カトリックの人々の向上に貢献
しうる」[27]ことも事実です。こう
して、自分自身の個人的な回心に招
かれていることを感じるようになる
でしょう。キリスト教の信仰と愛を
真実に証しするには、あらゆること
において最高度の献身が求められる
からです。

他のキリスト者との関わりにおいて
は、もう一つの取り組みが考えられ
ます。それは『エキュメニズムに関
する教令』で言われているように、
「カトリックとの完全な交わりを望



む個人の準備と和解の努力」[28]で
す。つまりカトリックになりたい人
の面倒を見ることです。教令に言わ
れているように、エキュメニズム運
動とこの個人的な世話とを区別する
ことが必要です。エキュメニズム
は、教会と教会の共同体とがそれぞ
れの姿のままに、見える形での制度
上の完全な一致を目的にしていま
す。しかし、この場合は、具体的な
人に、つまりカトリックになりたい
と自由に望んでいる人たち自身とそ
の良心に関わることです。両方と
も、神のご計画に協カする望みに基
づくもので、相対立する事柄ではな
く、緊密に関わり会っています
[29]。共通して言えることは、人々
とその考え、そして宗教上の富を尊
敬し評価することです[30]。例え
ば、カトリック信者の同僚とか友だ
ちの生活を見て、神の恩恵の助けに
よって、他のキリスト者がカトリッ
ク教会に属することを望むようにな
ることもあり得ます。カトリック信



者の友だちは、その人の自由を全面
的に尊重しつつ、祈りと言葉でその
望みを励ますことになります。こう
して誠実な友情が生まれ、打ち明け
話が始まります。神が私たちの心に
注がれた愛徳から生まれることで
す。事実、主のみが私たちの心を変
えることができるのです。

大局的に見るならば、このようなキ
リスト者は何も教会を変えたわけで
も、教会に戻ったわけでもありませ
ん。そうではなく、唯一であり、ペ
トロの後継者がローマの教座から治
め導いている、一、聖、公、使徒継
承のキリストの教会に、つまり、そ
れまでは《不十分な》形でつながっ
ていた教会に、《全面的》に属する
ことになったのです。この人にとっ
て、それまで不完全な状態であった
のが、完全な状態になったというこ
とです。こういう理由で、カトリッ
クになろうとする人たちは時とし
て、《回心》という言い方をしたが



らないことがあります。それはある
意味当然なことで、実際の回心は洗
礼によって始まり、恩恵の新たな後
押しで全面的な交わり、我が家、つ
まりローマを目指して歩み始めるま
で続けられた数多くの回心の結果な
のです。この気持ちを尊重して第二
バチカン公会議は、厳密には初めて
キリスト者になる人に当てはめられ
る《回心》に代わって、《全面的に
属する》という言葉を使うことにし
たのです。

確かに、この決定はカトリック信者
にとっても深い喜びとなりました。
皆、全ての人が神と普遍教会の信者
たちと完全な交わりに入ることを切
に望み、そのために働いているので
すから。

真実の対話を始めるために

人間は社会的な存在ですから、人々
とつき合い、互いに支え合うことが
必要です。こうして困難を乗り越



え、努力して造り上げたものを喜
び、真理についての知識を高めるの
です。神は、他の人々と共に生活を
分かち合う存在として、また他人か
ら理解され尊敬されることを望む存
在として、人間をお創りになりまし
た。このことに関して、パクロ六世
の回勅Ecclesiam suam 『エクレジ
アム・スアム』が公布された頃の手
紙で創立者はこう述べられていま
す。「対話はお互いの人となりを認
め合うことであり、必然的に、いつ
も温かく、友情に溢れ、愛徳に満ち
た雰囲気のなかでなされるはずで
す。」[31]

カトリック信者がエキュメニカルな
対話において率直で敬意のある態度
をとるためには、信仰についての知
識を持ち、明解に説明できなければ
なりません[32]。「対話の前提とな
る同等性は、対話する双方の同等の
人格的尊厳からくるものです。教え
の表現や内容に関するものではあり



ません。」[33]それゆえ、カトリッ
ク信者にとって非常に大切なこと
は、各自自分の状況に合わせて、第
二バチカン公会議の文書や『カト
リック教会のカテキズム』を勉強す
ることです。また他の重要な文書、
例えば教理省の『書簡Communionis
notio』や宣言『主イエス』をよく読
むことです。

他のキリスト者と対話を始めるに
は、更に、相手が属するキリスト教
共同体で受け入れた信仰が持つよい
もの一たとえ欠けた部分があるもの
であっても一を見出す態度がなけれ
ばなりません。これには形成が必要
です。「最もよい対話の秘訣は何で
あるか知っていますか。それは勉強
です。私は教理の親友であって、単
なるおしゃべりに親しんだことはあ
りません。ですから、私にとって、
知りもしないことに判定を下す態度
ほど理解しがいことはないので
す。」[34]



勉強から対話が始まります。キリス
ト信者はいつもお互いに学び合い、
知っていたよりも多くのことを評価
できるようになります。また相手の
信仰の深さに触れて励まされること
もあります。例えば、多くのプロテ
スタント信者の生活に聖書の勉強が
根付いていることや、正教会には素
晴らしい典礼祭儀があること。逆に
多くのプロテスタント信者は、カト
リック信者がご聖体を愛し、それを
生活の中心に据えていることに魅力
を感じていることなどです。聖ホセ
マリアの仕事の聖化に関する教えは
多くのキリスト信者の関心を引き好
意を持たれています。このような側
面に見られる一致点を再発見するこ
とが大事です。ただ愛徳によっての
み違いを克服することができます。
「キリスト者の仕事、それは豊富な
善で悪を溺れさせることである。そ
れは否定的なキヤンペーンをした
り、何々反対を唱えたりすることで
はない。そうではなくて、楽観に溢



れ、若さと喜びと平和に満ちて、肯
定をモットーに生きることである。
全ての人を、すなわちキリストに付
き従う人も、キリストを見放してい
る人や彼を知らぬ人も、理解する心
で見ることである。とは言え、理解
するとは、不介入や無関心な態度を
とることではなく、行動することで
ある。」

パウロ六世は、「話すことに先立っ
て耳を傾けること、更に人の心を理
解し尊重することが必要です」[36]
と言っておられました。相手が知り
理解しようと思っていないようだっ
たら、誰も自分が尊重されていると
は感じず、対話する気にはならない
でしょう。「キリストの使徒にとっ
て傲慢で横柄な態度ほど相応しくな
いものはありません。自信過剰と云
われる態度です。私たちの教理は、
私たちの努力や洞察力あるいは才能
の実りではなく、神のみことばで
あって、私たちに託されたものなの



です。それは、私たちが他の人より
優れていたからでも、よく準備され
ていたからでもなく、主が私たちを
道具としてお使いになろうとお望み
になったからです(…)。更に、私た
ちの持っている神の真理は人間の知
性を遥かに超えたものであると納得
しています。その素晴らしさを完全
に言い表すことはできません。私た
ち自身、それを全面的に理解するこ
とさえできないほどです。それで
も、私たちには神のメッセージを伝
える役目があるのです。」[37]私た
ちがもともと真理を所有していたの
ではありませんし、真理が私たちの
ものでもあるわけでもありません。
私たちは真理の協力者になりたいと
思っているのです。つまり、「真理
と共に働く者」[38]になるのです。
真理のうちに真理のために行動しま
しょう。

キリストの愛徳を持って



「皆さんが自分の立場で教会の使命
を果たすためには、キリストの模範
を忘れないことが必要です。主のよ
うになり、主のように振る舞わない
限り、キリスト者間の本物の対話は
実現されません。イエス・キリスト
に倣おうとするなら自ずと対話に導
かれます。その模範自体が、どのよ
うに人々と話さなければならないか
を教えています。」[39]聖ホセマリ
アはそこに二つの面を見て取られま
した。「真理に対する忠実と、人々
との友情です。相互に、本物の友情
と誠実さと確実さが感じられなかっ
たり、それが信じられなかったりす
るなら、実りある対話を実現するこ
とはできません。」[40]

他の人への愛がないところには本物
のエキュメニズムはあり得ず、それ
だけでは何の実りももたらさない、
単なる作戦になってしまいます。
「対話は知性と愛徳を表すもので
す。それが目立ちすぎたり、格式



張った雰囲気でなされたり、組織的
になされたりするなら、たとえそれ
が普遍的な愛と、皆との対話を呼び
かけているものであっても、そこに
は真実の友情とキリストの愛徳がな
いことを示しています。」[41]真実
の対話は誠実に友情を望み、人を助
け、仕える熱意から生まれ出るもの
です。「対話を促すのは友情です。
それにもまして、仕える精神から生
まれるものです。」[42]

カトリック信者はエキュメニズム運
動において、兄弟たちのことに心を
配らなければなりません。彼らのた
めに祈り、彼らとつき合い、そして
こちらから出向くようにすることで
す。人間の全ての行動は愛に基づい
ていなければなりません。聖パウロ
が何事も愛をもって行いなさい[43]
と言っています。それゆえ、相互理
解の上に、自発的にわき出る真実の
尊敬と愛情が必要です。2002年10月
7日、聖ホセマリアの列聖式参列者



に対するヨハネ・パウロ二世の謁見
が終わったとき、ルーマニア正教会
の主教に同伴していた人々はそれを
感じることができました。このエ
キュメニカルな出来事は、ルーマニ
アの人や彼の多くの人たちに、大き
な影響を与えました。その中には、
オプス・デイのことをあまり知らな
い人たち、また、列聖式に参列した
レバノンの正教徒たちのように、オ
プス・デイの使徒職に参加している
人たちもいました。

聖人たちの生活は、神が他の教会や
教会共同体に属している人たちのな
かで実現しておられることを見出さ
せてくれます。「時には、命をなげ
うってまでキリストのために証を立
てる人々の生活の中に、キリストの
富と徳のわざを認めることは正しく
よいことである。神は常に感嘆すべ
き者、そのわざのために称えられる
べき者である。」[44]このようにキ
リストのために命を捧げた人々が、



出会いのきっかけとなってくれま
す。「聖性のこの共同のあかしに
は、唯一の主への忠実を表すものと
して、恵みの持つエキュメニカルな
力が満ちあふれています。」[45]
「キリスト教一致の最も説得力ある
形は、おそらく聖人と殉教者による
エキュメニズムです。聖徒の交わり
は、私たちを隔てている様々なこと
よりも雄弁に語ります。最初の数世
紀の殉教列伝は聖人崇敬の基礎とな
りました。教会の息子や娘たちの聖
性を宣言し、崇敬することによっ
て、教会は神ご自身に対して最大の
敬意を捧げてきました。殉教者にお
いて、教会は、殉教とその聖性の起
源であるキリストを崇めてきまし
た。後代には、カトリック教会と正
教会で今日なお続けられている聖人
列聖の習わしに発展しました」[46]

人々に奉仕するための協力を呼び起
こす



信条の違うキリスト者が共に力を合
わせて活動する状況を創り出した
り、他のキリスト者がカトリック教
会の活動に協力したりすることは、
相互理解を深めるのに役立ちます。
そして、神からの光に照らされて、
全面的な交わりへの歩みを始める
きっかけにもなるでしょう。このこ
とにおいても、他の場合と同じよう
に「正しい意向が」必要です。「そ
れによって人々の自由と真理そのも
のを尊重することができるからで
す。」[47]

社会的な分野での協力は、エキュメ
ニズム活動のために第二バチカン公
会議が提案した具体的な道です。属
人区の信者も、教会のメンバーとし
て、それに従わなければなりませ
ん。「全てのキリスト者の協力は、
すでに彼らを互いに結んでいる結合
を活き活きと表現するものであり、
しもべであるキリストの姿をより明
らかに表すものである。この協力は



少なからざる国においてすでに快復
されたが、なおいっそう促進されな
ければならない。特に、社会的また
は技術的変革が行われている地域に
おいて、あるいは、人間の尊厳につ
いての正しい認識を確立するため、
あるいは平和の恵みを促進するた
め、あるいは福音を社会に適用する
ため、あるいはキリスト教精神を
もって学問と芸術を進歩させるた
め、あるいはさらに、飢餓や災難、
文盲や貧乏、住宅難や富の不公平な
配分といった現代の社会悪に対し
て、あらゆる種類の救済策を講ずる
ために、協力が必要である。この協
力によって、キリストを信ずる全て
の人は、どうすれば互いに他をより
よく知り、また高く評価することが
できるか、どうすればキリスト者の
一致への道が開かれるかを、容易に
学ぶことができる。」[48]

特に西欧の多くの場所で一と言って
も残りの世界にも当てはまることで



すが一、ベネディクト十六世が強調
されたように「キリスト者が和解と
一致の道を決然と勇気をもって進み
行く時のみ、世を照らす者としての
力を発揮できるでしょう。（…）私
たち全員には特別な責任があるので
す。（…）こうして、国家間の出会
いがより容易になります。さらに、
才能の交流が盛んになって、相互理
解が深まり、お互いに敬意をもって
接するよい機会になります。近代化
や世俗化によって始まった、現代の
大きな挑戦には一致して立ち向かう
必要があると感じています。経験に
よって私たちは、誠実で兄弟的な対
話が相互信頼を築き、恐れや先入観
を払いのけ、困難を克服し、落ち着
いて建設的な関わりを生み出すこと
を知っています。」[49]



「私は度々皆さんに、愛に根ざして
真理を語るように（エフエソ
4,15）、というパウロの言葉を書き
送りました。教理を伝える対話はこ
うあるべきだからです。」[50]社会
生活におけるエキュメニカルな《集
い》は、《全員》が真理と愛徳の内
に歩み、イエス・キリストの善い弟
子になるためにあるのです。なぜな
ら、洗礼を受けている人は《全
員》、主から聖人になるよう個人的
に呼ばれているからです。これは聖
ホセマリアの偉大なメッセージであ
り、第二バチカン公会議で再確認さ
れたことです。

教会は今、《実践的なエキュメニズ
ム》を必要としていますが、これも
またオプス・デイの精神から生まれ
出ることです。それは、人間のあら
ゆる活動におけるエキュメニズムで
す。世界の回心のため、キリスト者
の友だち、キリストの弟子たち、
《神の友だち》のネットワークをあ



らゆる所に張り巡らしていくような
ものです。このネットワクは「沖に
こぎ出す」ことであり、信仰を伝え
る使徒職であり、望ホセマリアが言
うように、おびただしい魚がかか
り、偶像崇拝者あるいは新偶像崇拝
者の男女を救う仕事なのです。漁師
たちが、人間的にそしてキリスト者
として友情を持って一致してキリス
トがお命じになったことを果たして
いるなら、父なる神が愛情をたれ
て、御子が願われ、そして今は天国
で願っておられる全面的な交わりを
成就させてくださるでしょう。「一
つになるように」、と仰せになった
イエスは「世が信じるように」、と
付け加えていました。それは網が一
杯になるためです。

こうして全てが可能になります。
「生きた愛そのものの神と、聖霊と
主なるキリストと、そして天の女王
であり教会の母であられるマリアと
の対話を決してないがしろにしては



なりません。そこで、日々、教えの
光を受け、使徒職を望み、救霊の熱
意と全ての人に対する細やかな愛徳
を燃え立たせるのです。」[51]
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